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１．八街市の公共交通の現状 

1-1 八街市の地域特性 
（１）市街地形成の状況 
・八街市の市街地は、八街駅、榎戸駅周辺の用途地域が指定されている区域にまとまりがみ

られるほか、市内の広い範囲で団地開発が進められ、分散的な市街地が形成されている。

その中でも大規模な団地開発地は、周辺の行政区から独立し、単独での地域コミュニティ

を形成している。  

・これは、市が非線引きの都市計画区域であるため、用途地域が指定されている地域以外に

おいても宅地開発が比較的容易であることによっている。  

・上記のような市街地の形成により、市内全域に小規模な住宅団地が点在し、市内の交通需

要は分散的なものとなっている。  

図 1-1 八街市内の用途地域指定と大規模な団地開発地の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

榎戸駅榎戸駅榎戸駅榎戸駅    

八街駅八街駅八街駅八街駅    

泉台泉台泉台泉台（（（（S57S57S57S57））））    

希望ヶ丘希望ヶ丘希望ヶ丘希望ヶ丘（（（（S60S60S60S60））））

ｶﾞｰﾃﾞﾝﾀｳﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾀｳﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾀｳﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾀｳﾝ（（（（H4H4H4H4））））    

ﾗｲｵﾝｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝﾗｲｵﾝｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝﾗｲｵﾝｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝﾗｲｵﾝｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ（（（（H4H4H4H4））））    

みどり台みどり台みどり台みどり台（（（（S58S58S58S58））））

八街榎戸学園台八街榎戸学園台八街榎戸学園台八街榎戸学園台（（（（H7H7H7H7））））

喜喜喜喜望の杜望の杜望の杜望の杜（（（（H10H10H10H10））））    

藤の台藤の台藤の台藤の台（（（（S61S61S61S61））））    

注：（注：（注：（注：（    ）内は開発完了年）内は開発完了年）内は開発完了年）内は開発完了年    

八街駅周辺の用途地域指定地域八街駅周辺の用途地域指定地域八街駅周辺の用途地域指定地域八街駅周辺の用途地域指定地域

用途地域外にも分散的な市街地が点在用途地域外にも分散的な市街地が点在用途地域外にも分散的な市街地が点在用途地域外にも分散的な市街地が点在
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（２）道路の整備状況と交通量 

○○○○幹線道路幹線道路幹線道路幹線道路の整備状況の整備状況の整備状況の整備状況    

・市の道路網は、八街駅周辺を中心として、国道 409 号、主要地方道八街三里塚線、八街八

日市場線、千葉八街横芝線、成東酒々井線、千葉川上八街線、県道八街神門線が放射方向

に通るネットワークとなっている。 

・なかでも、八街駅南部の八街十字路（国道 409 号×主要地方道千葉八街横芝線）に交通が

集中しており、JR 総武本線踏切があることも影響し、交通渋滞が発生している。この八街

十字路付近は、路線バス・ふれあいバスの複数の路線が通っており、バスの定時運行に影

響を与えている可能性がある。 

・この八街十字路の交通混雑を緩和するために、主要地方道千葉八街横芝線のバイパス事業

が進められており、平成 23 年 5 月に一部供用された。 

○幹線道路の交通量○幹線道路の交通量○幹線道路の交通量○幹線道路の交通量（平成（平成（平成（平成 22222222 年道路交通センサス）年道路交通センサス）年道路交通センサス）年道路交通センサス）    

・国道 409 号＝18,943 台/日、混雑度 1.56 

・千葉川上八街線＝12,911 台/日、混雑度 1.07 

・千葉八街横芝線＝10,507～11,211 台/日、混雑度 0.98～1.52 

表 1-1 混雑度の目安 

混雑度 交通状況 

1.0 未満 昼間 12 時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる。渋滞やそれ
に伴う極端な遅れはほとんどない。 

1.0～1.25 昼間 12 時間のうち、道路が混雑する可能性のある時間帯が１～２時間(ピーク時
間)ある。何時間も混雑が連続する可能性は小さい。 

1.25～1.75 ピーク時間のみの混雑から日中の連続的混雑への過渡状態。 

1.75 以上 慢性的な混雑状態。 

資料：道路の交通容量(社団法人日本道路協会) 

 

○主要道路（国道○主要道路（国道○主要道路（国道○主要道路（国道 409409409409 号、千葉八街横芝線）の渋滞長号、千葉八街横芝線）の渋滞長号、千葉八街横芝線）の渋滞長号、千葉八街横芝線）の渋滞長（平成（平成（平成（平成 23232323 年度市道整備計画検討業務）年度市道整備計画検討業務）年度市道整備計画検討業務）年度市道整備計画検討業務）    

・八街十字路（国道 409 号×千葉八街横芝線） 

－千葉八街横芝線東行きで最大 730ｍの渋滞が発生 

－国道 409 号北行きで最大 820ｍ、南行きで最大 470ｍの渋滞が発生 

・千葉八街横芝線・神門八街線交差点（千葉八街横芝線×神門八街線） 

－千葉八街横芝線西行きで最大 690ｍの渋滞が発生 

＊上記渋滞長の調査日は平成 23 年 10 月の平日 

図 1-2 主要交差点における渋滞長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成23年度「市道整備計画検討業務」：八街市 

八街駅八街駅八街駅八街駅    

八街十字路八街十字路八街十字路八街十字路    

最大最大最大最大 820820820820ｍｍｍｍ

最大最大最大最大 470470470470ｍｍｍｍ

最大最大最大最大 730730730730ｍｍｍｍ    

最大最大最大最大 680680680680ｍｍｍｍ

国道国道国道国道 409409409409 号号号号    

県道神門八街線県道神門八街線県道神門八街線県道神門八街線    

主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線    

主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線    

千葉八街横芝線・千葉八街横芝線・千葉八街横芝線・千葉八街横芝線・    
神門八街線交差点神門八街線交差点神門八街線交差点神門八街線交差点    
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図 1-3 幹線道路網図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

国道国道国道国道 409409409409 号号号号    

主要地方道富里酒々井線主要地方道富里酒々井線主要地方道富里酒々井線主要地方道富里酒々井線    

主要地方道成東酒々井線主要地方道成東酒々井線主要地方道成東酒々井線主要地方道成東酒々井線    

県道神門八街線県道神門八街線県道神門八街線県道神門八街線    

主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線    

主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線主要地方道千葉八街横芝線    

主要地方道八街三里塚線主要地方道八街三里塚線主要地方道八街三里塚線主要地方道八街三里塚線    

主要地方道八日市場八街線主要地方道八日市場八街線主要地方道八日市場八街線主要地方道八日市場八街線    

主要地方道千葉川上八街線主要地方道千葉川上八街線主要地方道千葉川上八街線主要地方道千葉川上八街線    

国道国道国道国道 409409409409 号号号号    

県道岩富山田台線県道岩富山田台線県道岩富山田台線県道岩富山田台線    

県道東金山田台線県道東金山田台線県道東金山田台線県道東金山田台線    

国道国道国道国道 126126126126 号号号号    

榎戸駅榎戸駅榎戸駅榎戸駅    

八街駅八街駅八街駅八街駅    
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（３）主要な公共施設等の分布状況 

１）主要な公共施設等の分布１）主要な公共施設等の分布１）主要な公共施設等の分布１）主要な公共施設等の分布    

○○○○主要な主要な主要な主要な公共施設公共施設公共施設公共施設    

・市役所・総合保健福祉センター、老人福祉センター、市立図書館、中央公民館は、八街駅

周辺の用途地域内及び隣接地に立地している。八街駅からの直線距離をみると、駅からの

徒歩圏と考えられる１km 以内に立地しているのは市役所のみで、他の施設は、駅からの

徒歩圏外に立地している。  

・市スポーツプラザは、市内西部の主要地方道千葉八街横芝線沿いに立地している。  

 

○医療施設○医療施設○医療施設○医療施設    

・市内には、八街総合病院、海保病院、長谷川病院、南八街病院の４つの病院が立地してい

る。これらの病院のうち海保病院、長谷川病院は、八街駅周辺の用途地域に立地している

ものの駅から１km 以遠の徒歩圏外となっている。八街総合病院、南八街病院は用途地域外

の市北部、南部に立地している。  

 

○商業施設○商業施設○商業施設○商業施設    

・平成 23 年 12 月末日現在、大規模小売店舗名簿に登録され、開店している小売店舗は、22

店舗で、このうち比較的規模の大きな店舗（イオン、カインズ、ケイヨーＤ２、ランドマ

ーク、ランドローム等）は、国道 409 号、主要地方道成東酒々井線、千葉川上八街線等の

幹線道路沿いに立地している。 

 

〇鉄道駅からの距離圏〇鉄道駅からの距離圏〇鉄道駅からの距離圏〇鉄道駅からの距離圏    

・上記の主要な公共施設、医療施設、商業施設の立地場所を鉄道駅からの距離圏でみると、

その殆どが１km 以遠であり、鉄道駅からの徒歩圏外に立地している。  

 

図 1-4 主要施設の鉄道駅からの距離圏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）２）２）２）公営住宅公営住宅公営住宅公営住宅    

・県営住宅は、八街、八街第２、八街氷川の３か所（計 192 戸） 

・市営住宅は、実住、榎戸、富士見、笹引、文違、朝陽、九十九路、長谷の８か所（計 戸） 

八街駅八街駅八街駅八街駅    １ｋ１ｋ１ｋ１ｋｍｍｍｍ    ２ｋｍ２ｋｍ２ｋｍ２ｋｍ    ３ｋｍ３ｋｍ３ｋｍ３ｋｍ    ４４４４ｋｍｋｍｋｍｋｍ    ５５５５ｋｍｋｍｋｍｋｍ    

八街市役所・八街市役所・八街市役所・八街市役所・    
総合保健福祉センター総合保健福祉センター総合保健福祉センター総合保健福祉センター    

老人福祉センター老人福祉センター老人福祉センター老人福祉センター    

市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館    

中央公民館中央公民館中央公民館中央公民館    

長谷川病院長谷川病院長谷川病院長谷川病院    海保病院海保病院海保病院海保病院    

ケイヨーＤ２ケイヨーＤ２ケイヨーＤ２ケイヨーＤ２

八街総合病院八街総合病院八街総合病院八街総合病院

グリーンタウン八街グリーンタウン八街グリーンタウン八街グリーンタウン八街((((イオンイオンイオンイオン))))

カインズホーム新八街カインズホーム新八街カインズホーム新八街カインズホーム新八街    

鉄道駅からの徒歩圏鉄道駅からの徒歩圏鉄道駅からの徒歩圏鉄道駅からの徒歩圏    

榎戸榎戸榎戸榎戸駅駅駅駅    １ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ    ２ｋｍ２ｋｍ２ｋｍ２ｋｍ    ３ｋｍ３ｋｍ３ｋｍ３ｋｍ    ４４４４ｋｍｋｍｋｍｋｍ    ５５５５ｋｍｋｍｋｍｋｍ    

ランドマークランドマークランドマークランドマーク    

ランドロームランドロームランドロームランドローム
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図 1-5 主要公共施設の分布図 
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1-2 潜在需要となる人口動向 
（１）人口の推移 

○総人口の推移○総人口の推移○総人口の推移○総人口の推移（国勢調査）（国勢調査）（国勢調査）（国勢調査）    

・平成 22 年国勢調査による市の総人口は 73,212 人で、平成 17 年人口 75,735 人をピークに

以降減少傾向にある。 

 

図 1-6 総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査  

 

○年齢階層別人口の推移○年齢階層別人口の推移○年齢階層別人口の推移○年齢階層別人口の推移    

・平成 22年国勢調査による市の年齢階層別人口の構成比は、0～14歳 13.0％、15～64歳 67.3％、

65 歳以上 19.7％である。 

・65 歳以上人口は、平成 22 年に 14,447 人で、平成 12 年の 8,886 人に比べ、5,561 人増加し

ており、急速に高齢化が進行している。 

・0～14 歳人口は、平成 22 年に 9,526 人で、平成 12 年の 13,138 人に比べ、3,612 人減少し

ており、少子化が進行している。 

 

図 1-7 年齢階層別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査  

 

24.4% 24.6% 24.1% 23.7% 21.3% 20.4% 18.1% 15.6% 13.0%

67.3% 67.1% 66.8% 66.5% 68.4% 69.0% 69.6%
69.2%

67.3%

8.3% 8.4% 9.2% 9.8% 10.2% 10.6% 12.2% 15.2% 19.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

65歳以上

15～64歳

0～14歳
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○地区別○地区別○地区別○地区別のののの人口の推移人口の推移人口の推移人口の推移、少子高齢化の状況、少子高齢化の状況、少子高齢化の状況、少子高齢化の状況    

（人口の推移（（人口の推移（（人口の推移（（人口の推移（H24/H19H24/H19H24/H19H24/H19））））））））    

・人口増加傾向の地区 ＝主に八街駅、榎戸駅周辺で大規模団地以外の地区 

・人口減少傾向の強い地区＝主に市内南部の地区、開発時期の早い大規模団地地区 

（高齢化の傾向）（高齢化の傾向）（高齢化の傾向）（高齢化の傾向）    

・高齢化傾向の強い地区＝主に市内南部の地区 

・高齢化傾向の緩い地区＝主に開発時期の新しい大規模団地地区 

表 1-2 地区別人口の推移と少子高齢化の状況 

平成 24 年 3 月 31 日 平成 19 年 3 月 31 日 平成 24 年 3 月 31 日 平成 19 年 3 月 31 日
  総人口 

（人） 
0～14 歳 
（％） 

15～64 歳 
（％） 

65 歳以上 
（％） 

総人口 
（人） 

H24/H19 
 

 総人口 
（人） 

0～14 歳 
（％） 

15～64 歳 
（％） 

65 歳以上 
（％） 

総人口 
（人） 

H24/H19 
 

一区 4,855 14.0% 65.6% 20.4% 4789 1.014 大谷流 651 11.1% 64.5% 24.4% 648 1.005 

二区 4,945 11.9% 63.9% 24.2% 4896 1.010 小谷流 211 7.1% 63.0% 29.9% 230 0.917 

三区 2,396 9.1% 61.1% 29.8% 2550 0.940 根古谷 218 8.7% 67.4% 23.9% 227 0.960 

四区 3,352 15.6% 67.5% 16.9% 3247 1.032 岡田 89 11.2% 56.2% 32.6% 91 0.978 

五区 1,547 13.1% 65.2% 21.7% 1544 1.002 用草 465 10.3% 63.2% 26.5% 482 0.965 

六区 3,260 12.6% 67.3% 20.1% 3226 1.011 勢田 1,096 15.4% 67.2% 17.3% 1150 0.953 

七区 566 10.6% 66.1% 23.3% 603 0.939 東吉田 3,467 12.9% 69.3% 17.8% 3598 0.964 

文違 6,387 13.9% 67.4% 18.6% 6308 1.013 吉倉 1,455 14.8% 66.9% 18.3% 1459 0.997 

住野 4,077 12.7% 67.0% 20.3% 4290 0.950 砂 952 11.7% 68.0% 20.4% 1002 0.950 

榎戸 3,586 14.1% 69.2% 16.7% 3541 1.013 上砂 710 10.1% 63.9% 25.9% 782 0.908 

富山 3,641 15.4% 67.8% 16.9% 3744 0.972 真井原 1,793 13.9% 69.8% 16.3% 1821 0.985 

大関 1,126 9.7% 69.4% 21.0% 1186 0.949 泉台 2,141 6.9% 74.8% 18.3% 2317 0.924 

西林 2,597 11.5% 67.3% 21.1% 2732 0.951 みどり台 1,055 7.0% 71.1% 21.9% 1113 0.948 

夕日丘 4,201 11.5% 67.1% 21.4% 4504 0.933 希望ヶ丘 1,069 7.3% 77.6% 15.1% 1152 0.928 

四木 1,075 10.5% 64.5% 25.0% 1102 0.975 藤の台 868 8.3% 76.3% 15.4% 947 0.917 

滝台 1,046 8.5% 61.1% 30.4% 1149 0.910 
ｶﾞｰﾃﾞﾝ
ﾀｳﾝ 

768 7.7% 84.4% 7.9% 844 0.910 

山田台 1,736 11.3% 62.2% 26.5% 1823 0.952 
ﾗｲｵﾝｽﾞ
ｶﾞｰﾃﾞﾝ 

272 9.9% 82.4% 7.7% 303 0.898 

沖 1,548 10.7% 62.9% 26.4% 1622 0.954 喜望の杜 691 28.9% 67.7% 3.3% 708 0.976 

朝日 3,345 11.0% 70.4% 18.6% 3532 0.947 
八街・榎
戸学園台

369 20.1% 75.9% 4.1% 373 0.989 

大東 1,815 9.7% 66.6% 23.7% 1799 1.009 合計 75,441 12.3% 67.5% 20.2% 77434 0.974 

資料：住民基本台帳＋外国人登録人口  

図 1-8 地区別の人口増減と高齢化の状況 
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図 1-9 地区別の人口増減の状況 
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図 1-10 地区別の高齢化の状況 
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（２）通勤・通学の状況 

○○○○八街市の通勤八街市の通勤八街市の通勤八街市の通勤、、、、通学者通学者通学者通学者状況状況状況状況    

・平成 22 年の市の常住人口 73,212 人のうち、従業又は通学を行っているものは、46,600 人

で、その約半数（23,359 人、50.1％）が市外に従業・通学している。 

・一方、市外から市内に従業・通学しているものは 8,410 人で、市の昼間人口は、58,263 人

となっている。 

 

図 1-11 八街市の通勤通学の状況（平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 22 年国勢調査  

 

○○○○通勤、通学者の流通勤、通学者の流通勤、通学者の流通勤、通学者の流出入先の状況出入先の状況出入先の状況出入先の状況    

（市外に従業・通学するものの流動） 

・八街市に常住する通勤者の通勤先は、千葉市が 27.6％で最も多く、次いで佐倉市、成田市、

東京都への通勤が多くなっている。 

・八街市に常住する通学者の通勤先は、千葉市が 31.8％で最も多く、次いで東京都、佐倉市、

四街道市への通学が多くなっている。 

 

（市外から従業・通学するものの流動） 

・市外からの通勤者の常住地は、山武市が 22.4％で最も多く、次いで千葉市、東金市、佐倉

市からの通勤が多くなっている。 

・市外からの通学者の常住地は、富里市が 22.4％で最も多く、次いで山武市、四街道市、佐

倉市からの通学が多くなっている。 

 

夜間人口 
73,212 人 

従業も通学もしていない 
26,612 人 

 

昼間人口 
58,263 人 

市外から従業・通学  
8,410 人 

通勤 7,799、通学 611 

市内に従業・通学(不詳含む)
23,241 人 

通勤 15,314、通学 7,207 
不詳 720 

市外に従業・通学
23,359 人 

通勤 20,388 
通学 2,971 

凡例  

市内常住の従業・通学者

市外常住の従業・通学者
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図 1-12 通勤通学者の流動状況 

（常住地ベース（市に住む方の流動）） 

・通勤：千葉市(27.6％)、佐倉市(16.0％)、成田市(14.1％)、東京都(12.3％)への通勤が多い 

・通学：千葉市(31.8％)、東京都(15.3％)、佐倉市(10.7％)、四街道市(9.1％)への通学が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（常住地ベース（市に住む方の流動）） 

・通勤：山武市(22.4％)、千葉市(16.4％)、東金市(13.8％)、佐倉市(10.7％)からの通勤が多い 

・通学：富里市(22.2％)、山武市(21.8％)、四街道市(12.7％)、佐倉市(12.3％)からの通学が多い 
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3.9% 
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芝山町 

310 人 

1.7% 八千代市 

308 人 

1.7% 
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5.9% 
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5.1% 
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5.1% 
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3.5% 
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酒々井町 
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23 人 
4.4% 

横芝光町 
17 人 
3.2% 

栄町 
15 人 
2.8% 

銚子市 
14 人 
2.7% 

山武市 
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東金市 
25 人 
4.7% 

富里市 
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佐倉市 
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成田市 
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横芝光町 
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2.0% 

東京都 
180 人 
2.8% 
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（３）移動制約者の状況 

・平成 22 年度末時点における八街市の要介護（要支援）認定者数等の状況は、以下のとおり

で、どれも前年同月より増加する傾向にある。 

：要介護（要支援）認定者数＝1,922 人（前年同月より＋66 人） 

：身体障害者手帳発行者数＝2,222 人（前年同月より＋72 人） 

：療育手帳発行者数＝524 人（前年同月より＋29 人） 

：精神障害者保健福祉手帳交付者数＝304 人（前年同月より＋44 人） 

 

表 1-3 移動制約者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　　分 現在日 要支援1 要支援2 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合　計

H22.3.31 87 266 309 287 287 259 241 1,736

H23.3.31H23 .3.31H23 .3.31H23 .3.31 98989898 211211211211 327327327327 340340340340 301301301301 280280280280 243243243243 1,8001,8001,8001,800

増　減 11 ▲ 55 18 53 14 21 2 64

H22.3.31 6 15 11 31 21 18 18 120

H23.3.31H23 .3.31H23 .3.31H23 .3.31 3333 17171717 15151515 32323232 17171717 22222222 16161616 122122122122

増　減 ▲ 3 2 4 1 ▲ 4 4 ▲ 2 2

H22.3.31 93 281 320 318 308 277 259 1,856

H23.3.31H23 .3.31H23 .3.31H23 .3.31 101101101101 228228228228 342342342342 372372372372 318318318318 302302302302 259259259259 1,9221,9221,9221,922

増　減 8 ▲ 53 22 54 10 25 0 66

(表２）　身体障害者手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）(表２）　身体障害者手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）(表２）　身体障害者手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）(表２）　身体障害者手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）

等　　級 H21年度 H22年度H22年度H22年度H22年度 増減

1級 687 718718718718 31

2級 381 397397397397 16

3級 345 352352352352 7

4級 446 467467467467 21

5級 131 131131131131 0

6級 160 157157157157 ▲ 3

合　　計 2,150 2,2222,2222,2222,222 72

(表３）　療育手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）(表３）　療育手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）(表３）　療育手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）(表３）　療育手帳発行状況（H23/3/31現在　単位：人）

年　度 H21年度 H22年度H22年度H22年度H22年度 増減

人  数 495 524524524524 29

（表４）　精神障害者保健福祉手帳交付状況（H23/3/31現在　単位：人）（表４）　精神障害者保健福祉手帳交付状況（H23/3/31現在　単位：人）（表４）　精神障害者保健福祉手帳交付状況（H23/3/31現在　単位：人）（表４）　精神障害者保健福祉手帳交付状況（H23/3/31現在　単位：人）

等　　級 現在日 １　級 ２　級 ３　級 合　計

H22.3.31 47 160 53 260

H23.3.31H23 .3.31H23 .3.31H23 .3.31 46464646 182182182182 76767676 304304304304

増　減 ▲ 1 22 23 44

提供：福祉課提供：福祉課提供：福祉課提供：福祉課

(表１）　要介護（要支援）認定者数（H23/3/31現在　単位：人）(表１）　要介護（要支援）認定者数（H23/3/31現在　単位：人）(表１）　要介護（要支援）認定者数（H23/3/31現在　単位：人）(表１）　要介護（要支援）認定者数（H23/3/31現在　単位：人） 提供：介護保険課提供：介護保険課提供：介護保険課提供：介護保険課

第１号被保険者

第２号被保険者

合　　計

提供：福祉課提供：福祉課提供：福祉課提供：福祉課

提供：福祉課提供：福祉課提供：福祉課提供：福祉課

人　　数



 13

1-3 市内の交通実態 
（１）市民等の交通実態 

（パーソントリップ調査の傾向分析） 

１）発生集中交通量１）発生集中交通量１）発生集中交通量１）発生集中交通量    

・市の日平均の発生集中交通量は、平成 20 年に 28.1 万ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞで、平成 10 年と比べやや

増加する傾向にある。 

・交通目的別では、帰宅を除けば、通勤（自宅－勤務）が 4.5 万ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞで最も多く、次い

で私事が 4.0 万ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞで多い。平成 10 年と比べ、この２目的の増加傾向が強い。 

 

表 1-4 八街市の交通目的別発生集中交通量 

交通目的 
平成 20 年 

（ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ） 
平成 10 年 

（ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ） 
平成 20－10 年 

自宅－勤務 44,678 35,315 9,363 

自宅－通学 21,498 24,722 －3,224 

自宅－業務 5,914 10,828 －4,914 

自宅－私事 40,109 43,929 －3,820 

帰宅 116,037 114,278 1,759 

勤務・業務 12,044 11,280 764 

私事 29,615 20,633 8,982 

不明 10,696 － － 

計 280,591 260,985 19,606 

資料：平成 20 年、10 年ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査 

 

２）交通目的別交通手段別発生集中交通量２）交通目的別交通手段別発生集中交通量２）交通目的別交通手段別発生集中交通量２）交通目的別交通手段別発生集中交通量    

・通学を除く交通目的で、自動車利用が最も多い。中でも「勤務・業務」「私事」で自動車利

用が８割を超えている。 

・通学目的では、徒歩が５割と多くなっている。 

 

表 1-5 八街市の交通目的別の交通手段の割合 

平成 20 年 鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他 不明 計 

自宅－勤務 15.7% 0.0% 71.6% 0.5% 3.8% 4.8% 0.0% 3.6% 100.0% 

自宅－通学 9.9% 0.0% 11.1% 0.0% 25.6% 50.3% 0.0% 3.0% 100.0% 

自宅－業務 10.1% 0.0% 68.3% 8.5% 6.3% 6.8% 0.0% 0.0% 100.0% 

自宅－私事 2.3% 0.5% 79.5% 0.3% 9.2% 4.7% 0.3% 3.2% 100.0% 

帰宅 9.0% 0.4% 63.7% 0.5% 9.3% 13.2% 0.1% 3.8% 100.0% 

勤務・業務 1.6% 0.0% 88.7% 4.5% 1.1% 4.1% 0.0% 0.0% 100.0% 

私事 1.6% 0.0% 81.7% 0.7% 6.6% 6.5% 0.0% 2.8% 100.0% 

不明 3.3% 0.0% 73.1% 0.0% 7.8% 1.1% 0.0% 14.7% 100.0% 

計 7.9% 0.2% 66.6% 0.8% 8.9% 11.8% 0.1% 3.7% 100.0% 

（ﾄﾘｯﾌﾟ数） 22,157 624 186,862 2,187 25,034 33,199 208 10,320 280,591 

資料：平成 20 年ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査 

 

３３３３）交通手段別）交通手段別）交通手段別）交通手段別目的地目的地目的地目的地別発生交通量別発生交通量別発生交通量別発生交通量    

○目的地○目的地○目的地○目的地    

・市内から発生する日平均の交通量は、14.0 万ﾄﾘｯﾌﾟで、62.9％が市内を目的地としている。 

・市外の目的地では、千葉市が 1.1 万ﾄﾘｯﾌﾟで最も多く、次いで佐倉市、山武市への交通が多

くなっている。 
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○○○○目的地別の目的地別の目的地別の目的地別の交通手段交通手段交通手段交通手段    

・市内を目的地とする交通の手段は、自動車が 61.5％を占め、次いで徒歩、自転車が多い。 

・市外においても、東京都を目的地とする交通で鉄道が 78.9％を占めているほかは、自動車

利用が最も多くなっている。 

表 1-6 八街市の目的地別交通手段別発生交通量 

平成 20 年 
発生交通量 

（ﾄﾘｯﾌﾟ） 
構成比 

八街市内 87,992 62.9% 

千葉市 10,540 7.5% 

佐倉市 5,699 4.1% 

山武市 5,161 3.7% 

成田市 4,450 3.2% 

富里市 4,326 3.1% 

東金市・九十九里町 2,700 1.9% 

その他県内 13,363 9.5% 

千葉県内計 134,231 95.9% 

東京都 4,316 3.1% 

その他 1,387 1.0% 

計 139,934 100.0% 

 

平成 20 年 鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他 不明 計 

八街市内 1.0% 0.4% 61.5% 0.8% 13.3% 18.4% 0.1% 4.5% 100.0% 

千葉市 22.9% 0.0% 74.8% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 1.3% 100.0% 

佐倉市 11.8% 0.0% 83.4% 0.0% 3.0% 0.0% 0.0% 1.8% 100.0% 

山武市 2.4% 0.0% 84.9% 2.1% 6.5% 0.0% 0.0% 4.0% 100.0% 

成田市 12.9% 0.0% 81.4% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 3.0% 100.0% 

富里市 0.0% 0.0% 89.1% 3.7% 4.3% 0.0% 0.0% 2.8% 100.0% 

東金市・九十九里町 0.0% 0.0% 94.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 100.0% 

その他県内 18.6% 0.0% 76.2% 0.0% 0.8% 2.6% 0.0% 1.8% 100.0% 

千葉県内計 5.3% 0.2% 68.1% 0.8% 9.3% 12.5% 0.1% 3.8% 100.0% 

東京都 78.9% 0.0% 19.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 100.0% 

その他 24.2% 0.0% 75.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

計 7.8% 0.2% 66.6% 0.7% 8.9% 11.9% 0.1% 3.7% 100.0% 

資料：平成 20 年ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査 

 

４）４）４）４）鉄道駅別端末交通手段別交通量鉄道駅別端末交通手段別交通量鉄道駅別端末交通手段別交通量鉄道駅別端末交通手段別交通量    

・駅端末の交通手段は、八街駅、榎戸駅ともに、徒歩が最も多く、次いで自転車が多い。 

・路線バスは、八街駅で 2.1％、榎戸駅で 1.4％と少数となっている。 

表 1-7 八街市の目的地別交通手段別発生交通量 

榎戸駅 八街駅 
 

ﾄﾘｯﾌﾟ数 構成比 ﾄﾘｯﾌﾟ数 構成比 

路線バス 82 1.4 288 2.1 

乗用車 562 9.8 2,466 18.2 

軽乗用車 246 4.3 626 4.6 

貨物自動車・軽貨物車 0 0 0 0 

自家用・貸切りバス 148 2.6 0 0 

タクシー・ハイヤー 0 0 140 1.0 

自動二輪車・原動機付き自転車 0 0 202 1.5 

自転車 1,432 25.0 4,496 33.1 

徒歩 3,258 56.9 5,345 39.4 

その他 0 0 0 0 

不明 0 0 0 0 

計 5,728 100 13,563 100 

資料：平成 20 年ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査 
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（２）公共交通の実態 

１）鉄道１）鉄道１）鉄道１）鉄道    

・利用者数：平成 22 年度における「八街駅」「榎戸駅」の 1 日の乗車人員は 8,750 人／日(八

街駅 6,242 人/日、榎戸駅 2,508 人/日)。 

：両駅とも乗車人員は減少傾向にある。 

（平成 11 年度⇒22 年度の減少率：10.0％(八街駅 11.4％、榎戸駅 6.1％)。） 

    

図 1-13 鉄道駅別日平均乗車人員 
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２）路線バス２）路線バス２）路線バス２）路線バス    

○路線、○路線、○路線、○路線、運行本数運行本数運行本数運行本数、利用者数、利用者数、利用者数、利用者数    

・路線  ：八街駅を発着する５路線(※1)及び国道 126 号沿いの１路線(千葉線)。 

(※1)八街線(八街駅～成東駅・山武支所)、都賀線(八街駅～都賀駅)、八街循環線、住野線(八街駅 

～京成成田駅)、八街線(八街駅～東金駅)  

・運行本数(八街駅を発着する路線のみ) 

：八街駅発着の５路線の運行本数は、合計で 48 往復／日(平日) 

－八街線(成東駅・山武支所)11 往復、都賀線 8 往復、八街循環線 8 往復、 

住野線 16 往復、八街線(東金駅)5 往復 

・利用者数：平成 23 年度の利用者数(八街線(成東駅・山武支所)、都賀線のみ)は約 93,283 人。 

：利用者数は減少傾向にある。(平成 17 年度⇒平成 23 年度の減少率：28.1％)。 

・路線の統廃合 

：平成 15 年以降、八街駅を発着する路線の廃止・路線縮小が進んできている(平

成 15 年度～19 年度の間で、7 路線が廃止・路線縮小)。 

○○○○市の費用負担市の費用負担市の費用負担市の費用負担    

・平成 23 年度の路線バスへの補助金額は 52.4 万円。平成 16 年度以降、補助額は増加傾向。 

図 1-14 路線バスの利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：八街市資料 

図 1-15 路線バスへの補助金額（市負担分） 

 

 

 

 

 

 

資料：八街市資料 

表 1-8 路線バスの統廃合の状況（平成 15 年以降） 

年月 統廃合の状況 

神門線(田町車庫〜京成佐倉駅〜八街駅)の新田場入口〜八街駅間の運行廃止 平成 15 年 3 月 

高崎線(田町車庫〜京成佐倉駅〜八街駅)の瓜坪〜八街駅廃止 

八街南線(八街駅〜中野操車場)の吉倉以南の区間、小間子線(八街駅〜千城台)の内
小間子〜八街駅間が廃止され八街南線と小間子線を統合し八街循環線となる。 

平成 15 年 9 月 

八街ハニワ台線(八街駅-ハニワ台車庫)路線廃止 

平成 17 年 3 月 久能両国線(京成成田駅東口〜八街駅)の武州〜八街駅間を廃止 

平成 19 年 3 月 日向線(八街駅〜日向駅〜成東駅)を山武支所前〜八街駅に短縮し八街線に統合。 

資料：八街市資料 
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図 1-16 路線バス路線図  

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

資料：八街市資料 

図 1-17 八街駅を発着とする路線バス路線と近年の廃止状況の概念図 
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３）ふれあいバス３）ふれあいバス３）ふれあいバス３）ふれあいバス    

○路線、○路線、○路線、○路線、運行本数運行本数運行本数運行本数、利用者数、利用者数、利用者数、利用者数    

・路線  ：５コース(北コース、中コース、南コース、西コース、街コース) 

※平成 11 年 10 月運行開始(中、南、北の 3 コース)、平成 13 年 2 月西コース追加、 

平成 15 年 9 月東コース追加⇒平成 23 年 9 月街コースに変更 

・運賃  ：一般 200 円、小中学生 100 円 

・運行本数、利用者数、1 便(1 循環)あたりの所要時間 

コース別 項目 全コース 

合計 中コース 南コース 西コース 北コース 街コース 

運行本数 38 便/日 9 便/日 8 便/日 6 便/日 7 便/日 8 便/日 

 うち八街駅,同北口乗入れ 32 便/日 5 便/日 8 便/日 6 便/日 5 便/日 8 便/日 

 うち市役所乗入れ 22 便/日 2 便/日 5 便/日 5 便/日 5 便/日 5 便/日 

1 便(1 循環)あたりの 

所要時間(※1) 

― 83～88 分 

(※2) 

85～96 分 91～96 分 

(※3) 

89 分 34～42 分 

(※4) 

平成 23 年度

実績(年間) 

114,405 人 21,448 人 29,295 人 24,038 人 19,741 人 19,883 人 

 日平均 313 人/日 59 人/日 80 人/日 66 人/日 54 人/日 54 人/日 

 便平均 8.2 人/便 6.5 人/便 10.0 人/便 10.9 人/便 7.7 人/便 6.8 人/便 

利用者 

数 

近年の傾向 【全コース合計】 

・平成 17 年度の 147,639 人(405 人/日)をピークに利用者数は 

減少傾向 

：平成 17 年度⇒平成 23 年度の減少率：22.5％ 

【コース別】 

・西コースを除き、いずれのコースも平成 14 年度～18 年度を 

ピークに利用者は減少傾向。 

・ピーク時からの減少率は以下の通り(減少率の高い順)。 

：中コース 36.3％(H17→H23)、街コース 29.8％(H18→H23) 

南コース 26.0％(H16→H23)、北コース 21.9％(H14→H23) 
(※1)最も所要時間がかかるルートの場合(市中心部を循環⇒郊外⇒市中心部、市中心部⇒郊外⇒中心部を循環) 

循環ルートを取らない朝、夕の便(中心部⇒郊外、郊外⇒中心部)は除く 

(※2)市中心部を循環しないルート(市中心部⇒郊外⇒市中心部)の所要時間は 60 分 
(※3)市中心部を 2 回循環するルート(市中心部を循環⇒郊外⇒市中心部を循環)の所要時間は 116 分 
(※4)街コースについては 1 便あたりで 2 循環している便もあるため、1 循環あたりの所要時間としている、 

 

図 1-18「ふれあいバス」の利用者数(※  は各コースの利用者数がピークとなる年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：八街市資料 
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図 1-20 ふれあいバス路線図 
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○○○○市の費用負担市の費用負担市の費用負担市の費用負担    

・運行経費：平成 23 年度の運行経費は 6,169 万円。平成 17 年以降横ばいで推移。 

・委託費用(八街市負担金額) 

：平成 23 年度の委託費用は 4,669 万円。委託費用は平成 17 年以降増加傾向 

：平成 23 年度の利用者 1 人あたりの委託費用は 408 円で。増加傾向。 

 

図 1-19「ふれあいバス」の運行経費・委託費用 
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資料：八街市資料 
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○○○○小学生のバスの利用小学生のバスの利用小学生のバスの利用小学生のバスの利用((((バス通学バス通学バス通学バス通学))))状況状況状況状況    

・市内の小学生のうち 138 人がバス(路線バス又はふれあいバス)通学を行っている。 

表 1-9 小学生のバスの利用状況（１日あたり） 

路線別通学人数 利用時間 
学校名 

バス通学

人数(人) 人数(人) 路線 登校 下校 

26 路線バス 八街線 ○ ○ 

ふれあいバス 西コース  ○ 

八街循環線 ○ ○(注) 
実住小学校 79 

53 
路線バス 

都賀線 ○ ○(注) 

19 ふれあいバス 南コース ○  
二州小学校 40 

21 ふれあいバス 西コース ○ ○ 

1 ふれあいバス 街コース、北コース ○ ○ 
八街東小学校 19 

18 ふれあいバス 街コース ○  

川上小学校 不明 不明 ふれあいバス 西コース ○  

合計 138 ― ― ― ― ― 

注 ：基本下校にはふれあいバス西コース利用乗り切れない場合に路線バス使用。 
：上記以外の朝陽小学校・交進小学校・二州小学校沖分校・笹引小学校・八街北小学校は利用なし 

資料：八街市資料 

    

○ふれあいバスの利用状況と他市との比較○ふれあいバスの利用状況と他市との比較○ふれあいバスの利用状況と他市との比較○ふれあいバスの利用状況と他市との比較    

・八街市の近隣の山武市、富里市、佐倉市、四街道市等でもコミュニティバスを運行してい

るが、平成 22 年度における、その利用者数は、八街市が最も多くなっている。 

：八街市＝126,019 人/年 ⇔ 山武市＝54,513 人/年、富里市＝13,360 人/年 

佐倉市＝47,723 人/年、四街道市＝80,035 人/年 

表 1-10 千葉県内のコミュニティバス(デマンドタクシーも含む)の運行状況(平成 22 年度) 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                                        

資料：千葉県ＨＰ資料 
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４）タクシー４）タクシー４）タクシー４）タクシー    

・市内には 2 社の事業者、32 台の車両が運行している 

 

表 1-11 市内のタクシー事業者・車両数   平成 24 年 8 月現在 

会社名 台数 乗務員 

八街タクシー(株) 27 台 59 人 

(有)相孝 5 台 10 人 

合計 32 台 69 人 

資料：八街市資料 

    

５）福祉有償運送５）福祉有償運送５）福祉有償運送５）福祉有償運送 ((((※※※※))))    
(※)福祉有償運送：「要介護(要支援)認定者」、「障害者」を対象として、タクシー等の公共交通機

関によっては十分な輸送サービスが確保できないと認められる場合に、ＮＰＯ、公益法人、社会
福祉法人等が、自家用自動車を使用して会員登録者(要介護(要支援)認定者、障害者)に対して行
う有償のドア・ツー・ドアの個別輸送サービス。福祉有償運送を行う場合には、運輸支局長等の
登録を受ける必要がある。 

 

・運送団体・車両数 

：平成 23 年度時点で市内の福祉有償運送団体は 5 団体、車両は 22 台。 

・料金  ：有料（料金は運送団体により異なる） 

－運送料金：1 キロにつき 50～100 円(4～10 キロまでは 260～500 円の固定) 

－運送以外料金(※) 

＝迎車・待機料金：300～500 円、介助料金：400～1000 円 

－年会費・入会金(※)：2,400～3,000 円 

(※)運送以外料金、会費・入会金の有無は運送団体により異なる。 

・利用者数：平成 23 年度の会員数は 107 人、輸送回数は 1,650 回。 

：会員数は平成 21 年度以降増加傾向(平成 21 年度⇒平成 23 年度の増加率：24.4％)。 

：輸送回数は平成 20 年度以降減少傾向(平成 20 年度⇒平成 23 年度の減少率：17.8％)。 

 

図 1-21 福祉有償運送の実績(輸送回数又は輸送人数、会員数) 

 

 

 

 

 

 

 

資料：八街市資料 

表 1-12 福祉有償運送の実績 

年度 H19 H20 H21 H22 H23 

運送主体数 5 5 5 5 5 

運送自動車数(台) 16 22 21 21 22 

会員数(人) 90 89 86 93 107 

輸送回数又は輸送人数 1,795 2,007 1,768 1,823 1,650 

走行キロ(㎞) 10,846.2 13,519.9 11,527.8 13,336.6 10,884.8 

輸送収入(円) 1,297,295 2,033,895 1,878,500 1,806,695 1,573,620 

資料：八街市資料 
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６）その他の公共輸送サービス６）その他の公共輸送サービス６）その他の公共輸送サービス６）その他の公共輸送サービス    

○○○○福祉カー「ゆうあい号」福祉カー「ゆうあい号」福祉カー「ゆうあい号」福祉カー「ゆうあい号」 ((((※※※※))))    
(※)福祉カー「ゆうあい号」：「障害者・高齢者及びその家族」、「社会福祉団体・社会福祉施設・社

会福祉ボランティア」を対象として、車いす乗降用リフト付のワゴン車の貸付サービス。なお、
車両の運転については借受者が行う。  

・利用者数：平成 22 年度の利用者数は 57 人 

：平成 18 年度以降利用者数は減少傾向(平成 18 年度⇒平成 22 年度の減少率：56.5％)。 

・料金  ：無料 

表 1-13 福祉カーの利用状況 

区分 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 

障害 96 51 94 65 95 141 86 50 71 46 

高齢 10 23 49 30 14 18 45 51 12 11 

合計 106 74 143 95 109 159 131 101 83 57 

    

○○○○福祉タクシー福祉タクシー福祉タクシー福祉タクシー（利用助成（利用助成（利用助成（利用助成金金金金））））    
(※)福祉タクシー：「障害者」を対象として、外出のためタクシーを利用する場合にその料金の一部

を助成(福祉タクシー利用券の交付)する制度。助成額は乗車料金の 2 分の１の額(1,000 円を上限)。    

・利用者数：平成 23 年度の利用者数(福祉タクシー利用券の利用枚数)は 3,484 枚。 

：利用者数は平成 22 年度までは増加傾向にあったが、平成 23 年度は減少に転じた。 

(平成 14 年度⇒平成 22 年度の増加率：130.1％、平成 22 年度⇒平成 23 年度の減少率：9.3％)。 

・料金  ：無料(タクシー利用料金の負担は有り) 

・市の費用負担 

：平成 23 年度の福祉タクシーに対する市の費用負担は 301.8 万円。費用負担額

は、ほぼ横ばいで推移。 

：内訳は、協力金(200 円／件)が 69.7 万円、利用助成金額が 232.2 万円。 

：平成 23 年度の利用者 1 人あたりの費用負担額は、866 円でほぼ横ばいで推移。 

図 1-22 福祉タクシーの利用者数（福祉タクシー利用券の利用枚数） 

 

 

 

 

 

 

資料：八街市資料 

図 1-23 福祉タクシーに対する費用負担額 

 

 

 

 

 

 

 

資料：八街市資料 
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７）八街市内の公共交通のサービスと利用状況（７）八街市内の公共交通のサービスと利用状況（７）八街市内の公共交通のサービスと利用状況（７）八街市内の公共交通のサービスと利用状況（まとめまとめまとめまとめ））））    

表 1-14 公共交通サービスと利用状況 

サービス概要 利用状況 公共交通 

(サービス主体) サービス対象者 サービス内容 サービス料金（対利用者） 利用者数 収入 

市の費用負担 

鉄道 

(民間事業者) 

制限無し 

 

－ 有料 8,750 人/日 (H22) 

利用者数減少傾向 

H17⇒H22：6％減 

― ― 

路線バス 

(民間事業者) 

制限無し 

 

路線：5 路線(八街駅発着) 

便数：1 日 48 往復 

(各路線 5～16 往復) 

有料 93,283 人/年 (H23)(※) 
(※)八街線、都賀線のみ 

利用者数減少傾向 

H17⇒H23：28％減 

― 52 万円 (H23) 

負担増加傾向 

ふれあいバス 

(市) 

制限無し 

 

路線：5 路線(八街駅発着) 

便数：1 日 38 便 

(各路線 6～9 便) 

有料 

：一般 200 円 

：小中学生 100 円 

（障害者は無料） 

114,405 人/年 (H23) 

利用者数減少傾向 

H17⇒H23：23％減 

1,500 万円 (H23) 4,669 万円 (H23) 

(408 円/利用者 1 人) 

負担増加傾向 

タクシー 

(民間事業者) 

制限無し 

 

― 有料 ― ― ― 

福祉カー 

(市) 

制限有り 

：障害者及びその家族 

：高齢者及びその家族 

：社会福祉団体・社会福祉施

設・社会福祉ボランティア 

：その他市長が認めた者 

車いす乗降用リフト付のワ

ゴン車の貸付 

(運転は借受者) 

利用者は燃料費のみ負担 

 

57 人/年 (H22) 

利用者数減少傾向 

H18⇒H22：57％減 

― ● 

(負担額確認中) 

福祉有償運送 

(ＮＰＯ、公益法人、

社会福祉法人) 

制限有り 

：要介護(要支援)認定者 

：障害者 

※運送団体への会員登録が

必要 

ドア・ツー・ドアの 

個別輸送サービス 

有料 

：運送料金 

50～100 円/km 

：運送以外料金 (※1)(※2) 

300～1000 円 

：年会費・入会金 (※2) 

2,400～3,000 円 
(※1)迎車・待機・介助料金等 
(※2)運送以外料金、会費・入会金の

有無は運送団体により異なる 

輸送回数 

：1,650 回/年 (H23) 

：減少傾向 

H20⇒H23：18％減 

会員数 

：107 人 (H23) 

：増加傾向 

H21⇒H23：24％増 

157 万円 (H23) ― 

福祉タクシー 

（利用助成金） 

(市、 

民間事業者) 

制限有り 

：障害者 

：その他市長が認めた者 

タクシー利用の助成 

(利用料金の半額) 

障害者割引後の料金から助

成金を引いた額 

 

3,484 枚/年(H23) 

利用数 H22 まで増加、

H22 以降減少傾向 

H14⇒H22：130％増 

H22⇒H23：9％減 

― 302 万円 (H23) 

(866 円/利用枚数 1枚) 

負担横ばい推移 
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（３）市民の車両保有状況 

・八街市の車両(乗用自動車及び軽自動車)の保有台数は平成 22 年 3 月末時点で 51,188 台、 

1 人あたりの保有台数は 0.67 台であり、保有台数、1 人あたりの保有台数共に増加傾向に

ある。 

 

図 1-24 市民の車両(乗用自動車＋軽自動車)保有台数 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県統計年鑑、八街市ＨＰ資料 (各年３月末日現在総人口 )より作成  
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1-4 八街市の公共交通の課題 
（１）公共交通カバー圏域 

○公共交通カバー圏域○公共交通カバー圏域○公共交通カバー圏域○公共交通カバー圏域１１１１＝＝＝＝鉄道駅鉄道駅鉄道駅鉄道駅・路線バス停・路線バス停・路線バス停・路線バス停 1.0km1.0km1.0km1.0km 圏圏圏圏    

・鉄道駅、路線バスバス停から 1.0km を公共交通のカバー圏域とみると、八街駅、榎戸駅周

辺の用途地域内や国道 409 号・主要地方道千葉八街横芝線や千葉川上八街線沿いを中心に

公共交通がカバーされている。 

・一方で、市の南部地域や西部地域において、公共交通の不便地域がある。 

 

図 1-25 公共交通カバー圏域図１（鉄道駅・路線バス停 1.0km 圏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…鉄道駅から１ｋｍ圏…鉄道駅から１ｋｍ圏…鉄道駅から１ｋｍ圏…鉄道駅から１ｋｍ圏    

…………路線路線路線路線バス停からバス停からバス停からバス停から１ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ圏圏圏圏    

八街駅八街駅八街駅八街駅    

榎戸駅榎戸駅榎戸駅榎戸駅
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○公共交通カバー圏域○公共交通カバー圏域○公共交通カバー圏域○公共交通カバー圏域１１１１＝鉄道駅＝鉄道駅＝鉄道駅＝鉄道駅・路線バス停・路線バス停・路線バス停・路線バス停 1.0km1.0km1.0km1.0km 圏・圏・圏・圏・ふれあふれあふれあふれあいいいいバス停バス停バス停バス停 300m300m300m300m 圏圏圏圏    

・鉄道駅、路線バスバス停から 1.0km にふれあいバスバス停 300ｍ圏を公共交通のカバー圏

域とみると、ふれあいバスが鉄道、路線バスでカバーされていない市の南部地域や西部地

域、或いは八街駅、榎戸駅周辺の主要公共施設等をカバーしていることがわかる。 

・一方で、市の南部地域や西部地域の一部で、公共交通の不便地域がある。 

 

図 1-25 公共交通カバー圏域図２（鉄道駅・路線バス停 1.0km 圏+ふれあいバス停 300ｍ圏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…鉄道駅から１ｋｍ圏…鉄道駅から１ｋｍ圏…鉄道駅から１ｋｍ圏…鉄道駅から１ｋｍ圏    

…………路線路線路線路線バス停からバス停からバス停からバス停から１ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ圏圏圏圏    

…ふれあいバス停から…ふれあいバス停から…ふれあいバス停から…ふれあいバス停から 303030300000ｍ圏ｍ圏ｍ圏ｍ圏    
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（２）八街市の公共交通の課題（今後の検討課題） 

１）公共交通網の維持・活性化１）公共交通網の維持・活性化１）公共交通網の維持・活性化１）公共交通網の維持・活性化    

○八街市における路線バスは、近年、路線の廃止や減便等により、公共交通としてのサービ

ス水準が低下してきている。また、路線バスの利用者数も減少傾向にあり、その存続が課

題となっている。  

：八街駅発着の路線バスは、八街駅より利用客数の多い「京成成田駅」「都賀駅」等を結

ぶ路線となっており、八街駅側から路線縮小されることで、市の路線バスが減少して

きている。  

 

○市では、路線バスを補完するために、ふれあいバスを運行している。ふれあいバスは、基

本的に市内各地区と八街駅周辺の中心地を結ぶように５路線運行しているが、市域が広い

こともあり、路線延長（総延長）が約 200ｋｍと長く、１路線の所要時間は、中心地付近

を循環する「街コース」を除き、１周約 80～100 分かかっている。 

：ふれあいバスは、周回ルートを循環する形態であることから、便によっては、八街駅

周辺に最短経路で向かわず、多くの所要時間を要する場合が生じている。  

 

○上記の路線バス、ふれあいバスともに、近年はその利用者数が減少傾向にある。市では、

公共交通を維持していくために、路線バスへの補助金（23 年度 52.4 万円）、ふれあいバス

の委託料（23 年度 4,669 万円）を負担しており、その負担額は、近年増加傾向にある。  

 

○利用者数が減少し、公的負担が増加するなかで、路線バス、ふれあいバスを、市民の生活

を支える持続可能な公共交通としていくために、サービス体制や運営の効率化等の検討が

必要な状況にある。  

 

 

２）２）２）２）少子高齢化の進展に対応した公共交通の確保少子高齢化の進展に対応した公共交通の確保少子高齢化の進展に対応した公共交通の確保少子高齢化の進展に対応した公共交通の確保    

○八街市は、非線引きの都市計画区域で、用途地域が指定されている地域以外においても宅

地開発が比較的容易であることあることもあり、市民が市内各所に居住する分散型の都市

構造となっており、交通需要も分散的である。  

 

○市では、近年、人口減少、少子高齢化が進行しており、団地開発地区でも、その傾向が伺

えるようになってきている。人口傾向、少子高齢化の傾向は、八街駅から離れた、市の南

部地域等で顕著となっている。  

 

○パーソントリップ調査の結果をみると、近年において市民は、自家用車中心の交通行動を

とっているものの、高齢化が進行するとみられる今後は、車利用に制約が生じることで、

公共交通への依存度が高まる可能性がある。  

 

○今後の市民の高齢化傾向を見据えた中で、安心安全の地域社会を継続していくためには、

需要に対応した公共交通の確保の検討が必要な状況にある。  
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３３３３））））市の交通事情に対応した市の交通事情に対応した市の交通事情に対応した市の交通事情に対応した公共交通の公共交通の公共交通の公共交通の確保確保確保確保    

○八街市の幹線道路網は、八街駅周辺に集中する道路ネットワークとなっている。そのなか

で、八街駅南部の八街十字路（国道 409 号×主要地方道千葉八街横芝線）に交通が集中し

ており、JR 総武本線踏切があることも影響し、交通渋滞が発生している。 

 

○この八街十字路付近は、路線バス・ふれあいバスの複数の路線が通っており、バスの定時

運行に影響を与えている可能性がある。  

 

○路線バスやふれあいバスの定時性を確保するための方策を検討するとともに、より柔軟な

運行のできる公共交通のあり方を検討する必要がある。  

 


